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二
〇
〇
八
年
、
王
政
に
幕
を
お
ろ
し
て
連
邦
民
主
共
和
国
と
し
て

歩
み
は
じ
め
た
ネ
パ
ー
ル
は
、
政
治
的
混
乱
と
伝
統
社
会
の
変
革
、

経
済
の
拡
大
と
デ
ジ
タ
ル
情
報
化
の
浸
透
な
ど
が
同
時
に
進
む
錯
綜

し
た
状
況
の
渦
中
に
あ
る
。
世
界
の
映
画
史
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
混
乱
と
希
望
の
渾
然
と
し
た
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
国
の

映
画
が
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
た
例
は
多
い
。
ネ
パ
ー
ル
映
画
も
ま

た
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
着
実
に
蓄
積
さ
れ
、
噴
出
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
に
お
い
て
、
チ
ャ
ル
チ
ッ
ト
ラ
（
映
画＊

１
）
は
今
も
国
民

的
娯
楽
で
あ
る
。
近
年
の
同
国
映
画
の
製
作
本
数
は
年
間
七
〇
本
を

超
え
、
人
口
や
経
済
規
模
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
旺
盛
な
状
況
と
い
え

る
。
映
画
館
に
詰
め
か
け
た
観
客
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
む
か
っ
て
大
歓

声
を
あ
げ
、
歌
い
、
と
き
に
踊
る
。
そ
の
熱
狂
ぶ
り
は
、
こ
の
国
の

映
画
と
は
我
々
が
知
る
映
画
と
は
違
う
メ
デ
ィ
ア
な
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。
映
画
が
か
く
も
激
し
く
力
強
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
、
日
本
の
映
画
人
・
映
画
フ
ァ
ン
は
長
く
忘
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
む
し
ろ
我
々
こ
そ
教
え
ら
れ
る
こ
と
の
方
が
大
き
い
と

さ
え
思
わ
さ
れ
る
。

一
九
九
〇
年
以
前
の
ネ
パ
ー
ル
映
画

ネ
パ
ー
ル
映
画
史
の
最
初
の
特
徴
は
、
一
八
四
六
年
か
ら
一
九
五

一
年
ま
で
ネ
パ
ー
ル
を
実
質
的
に
支
配
し
て
い
た
宰
相
家
の
ラ
ナ
家

が
、
映
画
に
よ
る
国
民
の
啓
蒙
を
抑
止
す
る
た
め
、
わ
ず
か
な
例
外

を
除
い
て
国
内
で
の
映
画
の
上
映
を
禁
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
首

都
カ
ト
マ
ン
ズ
に
最
初
の
官
製
映
画
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
一
九

四
九
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
ラ
ナ
体
制
が
崩
壊
、
王
政

復
古
が
果
た
さ
れ
た
が
、
国
王
政
府
も
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ト
（
五
人
組
）

体
制
と
言
わ
れ
る
絶
対
王
政
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
情
報
統
制
を

行
っ
た
。

一
九
五
一
年
、
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
に
住
む
ネ
パ
ー
ル
人
の

Ｄ
・
Ｂ
・
パ
リ
ヤ
が
『
真
実
の
ハ
リ
ス
チ
ャ
ン
ド
ラ
王
』
と
い
う
映

画
を
イ
ン
ド
国
内
で
撮
影
し
完
成
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ネ

パ
ー
ル
語
で
製
作
さ
れ
た
最
初
の
映
画
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
在
外
民
間
人
の
業
績
は
国
王
政
府
か
ら
黙
殺
さ
れ
、
現

在
、
そ
の
フ
ィ
ル
ム
の
所
在
も
不
明
で
あ
る
。

国
王
政
府
は
イ
ン
ド
で
映
画
監
督
を
し
て
い
た
ヒ
ラ
・
シ
ン
・
カ

ト
リ
を
招
聘
し
、
一
九
六
一
年
か
ら
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
数
多
く

の
ニ
ュ
ー
ス
映
画
と
三
本
の
劇
映
画
の
製
作
に
あ
た
ら
せ
た
。
そ
の

第
一
作
と
な
る
劇
映
画
『
母
』
が
公
開
さ
れ
た
の
は
一
九
六
五
年
で

あ
る
。
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
の
最
初
の
映
画
興
行
か
ら
七
〇
年
後
、

よ
う
や
く
最
初
の
ネ
パ
ー
ル
国
産
映
画
が
作
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

『
母
』
の
主
題
は
「
母
な
る
大
地
ネ
パ
ー
ル
を
愛
し
、
ネ
パ
ー
ル
の

発
展
の
た
め
に
尽
く
そ
う
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
に
続
く
二
本
の

官
製
映
画
『
昨
日
今
日
明
日
』（
一
九
六
七
）
と
『
変
化
』（
一
九
七

〇
）
と
と
も
に
、
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ト
体
制
を
宣
撫
す
る
た
め
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
映
画
だ
っ
た
。

一
九
七
一
年
、
国
王
政
府
に
よ
っ
て
ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
パ
ー
ル
映
画

公
社
が
設
立
さ
れ
た
。
公
社
は
、
一
九
七
七
年
に
国
産
劇
映
画
で
初

の
カ
ラ
ー
作
品
と
な
る
『
ク
マ
リ＊

２

』
を
公
開
し
た
（
写
真
）。
同
作

は
一
九
七
九
年
の
モ
ス
ク
ワ
国
際
映
画
祭
に
出
品
さ
れ
、
ネ
パ
ー
ル

映
画
で
初
の
国
際
映
画
祭
参
加
と
な
っ
た
。

一
九
七
八
年
、
イ
ン
ド
の
映
画
会
社
が
ネ
パ
ー
ル
の
著
名
な
作
家

グ
ル
・
プ
ラ
サ
ッ
ド
・
マ
イ
ナ
リ
の
同
名
小
説
を
映
画
化
し
た
『
藁

の
燃
え
火
』
を
公
開
し
た
。「
藁
の
燃
え
火
」
と
は
、
夫
婦
の
愛
憎

は
藁
の
火
の
よ
う
に
急
に
燃
え
上
が
る
こ
と
も
あ
れ
ば
残
り
火
の
よ

う
に
く
す
ぶ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
農
村
の
一
組
の
夫
婦

の
暮
ら
し
の
機
微
を
リ
ア
リ
ズ
ム
と
情
緒
性
豊
か
に
描
い
た
ネ
パ
ー

ル
映
画
の
古
典
的
名
作
だ
っ
た
。

ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
パ
ー
ル
映
画
公
社
が
一
九
八
〇
年
に
公
開
し
た

『
シ
ン
ド
ゥ
ー
ル＊

３

』
は
、
夫
に
先
立
た
れ
た
後
に
真
実
の
愛
に
目
覚

め
た
女
性
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
教
義
に
背
い
て
再
婚
す
べ
き
か
苦
し
む

メ
ロ
ド
ラ
マ
の
中
に
、
歌
や
踊
り
や
コ
メ
デ
ィ
が
盛
り
込
ま
れ
た
波

瀾
万
丈
の
娯
楽
作
品
だ
っ
た
。
商
業
的
に
大
成
功
を
お
さ
め
、
後
に

続
く
マ
サ
ラ
・
ム
ー
ビ
ー＊

４

の
路
線
を
定
着
さ
せ
た
。

一
九
八
〇
年
以
降
は
民
間
の
映
画
会
社
に
よ
る
映
画
産
業
へ
の
参

入
も
増
え
、
毎
年
ネ
パ
ー
ル
映
画
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
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が
、
国
王
政
府
に
よ
る
情
報
統
制
は
続
い
た
。
公
社
は
国
内
の
映
画

産
業
の
振
興
に
あ
た
る
一
方
、
外
国
メ
デ
ィ
ア
の
国
内
で
の
撮
影
に

は
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（
政
府
連
絡
官
）
を
派
遣
し
て
ネ
パ
ー

ル
の
後
進
性
や
非
民
主
的
政
策
が
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

監
視
に
あ
た
り
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
懐
に
抱
か
れ
た
素
朴
で
平
和
な
王

国
」
と
い
う
ネ
パ
ー
ル
の
牧
歌
的
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
世
界
に
発
信

さ
れ
た
。

『
カ
ン
チ
』（
一
九
八
四
）
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
農
村
の
娘
が
一
度
だ

け
の
契
り
を
交
わ
し
た
男
を
追
っ
て
イ
ン
ド
へ
向
か
う
も
運
命
の
偶

然
に
翻
弄
さ
れ
て
非
業
の
死
を
遂
げ
る
と
い
う
物
語
で
、
ふ
ん
だ
ん

な
娯
楽
的
要
素
も
盛
り
込
ま
れ
た
マ
サ
ラ
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
典
型

だ
っ
た
。『
カ
ン
チ
』
は
、
一
九
八
五
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
ネ

パ
ー
ル
映
画
祭
「
ネ
パ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ワ
ー
ド
」
で
、
そ
の

年
ま
で
の
過
去
の
す
べ
て
の
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
中
か
ら
最
優
秀
作
品

賞
に
選
ば
れ
た＊

5

。

一
九
六
五
年
の
『
母
』
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
の
二
五
年
間
に
制

作
さ
れ
た
ネ
パ
ー
ル
映
画
は
累
計
で
四
八
本
に
と
ど
ま
る
。
ネ
パ
ー

ル
語
で
映
画
を
観
た
い
国
民
の
要
求
に
対
し
て
供
給
数
は
常
に
不
足

し
て
い
た
た
め
、
ネ
パ
ー
ル
映
画
が
封
切
ら
れ
る
と
映
画
館
を
何
周

も
と
り
か
こ
む
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。「
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
の
に
三

日
間
並
ん
だ
」、「
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
の
窓
口
で
前
か
ら
二
番
目
に
並

ん
で
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
後
ろ
の
客
に
次
々
券
を
奪
わ
れ
入
手
で
き

な
か
っ
た
」
な
ど
、
当
時
の
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
猛
烈
と
も
い
え
る
人

気
を
物
語
る
挿
話
は
多
い
。

し
か
し
、
量
的
拡
大
に
質
的
内
実
は
と
も
な
わ
ず
、
ネ
パ
ー
ル
映

画
の
内
容
は
ど
れ
も
似
た
よ
う
な
設
定
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
に
歌
と

踊
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
と
コ
メ
デ
ィ
が
盛
り
合
わ
さ
れ
た
イ
ン
ド
大
衆

娯
楽
映
画
の
路
線
、
す
な
わ
ち
マ
サ
ラ
・
ム
ー
ビ
ー
へ
の
傾
倒
が
明

白
で
あ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
の
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
な
か
で
異
彩
を
放
っ
た
作
品

が
『
バ
ス
デ
ブ
』
だ
っ
た＊

6

。
誠
実
に
生
き
る
教
師
バ
ス
デ
ブ
と
、
社

会
悪
の
権
化
の
よ
う
な
友
人
ニ
ル
（
ニ
ル
・
シ
ャ
ハ
監
督
自
身
が
演

じ
た
）
と
の
精
神
の
闘
争
を
描
き
、
そ
れ
ま
で
の
ネ
パ
ー
ル
映
画
に

は
希
有
な
硬
質
の
社
会
派
ド
ラ
マ
だ
っ
た
。
興
行
的
に
は
振
る
わ
な

か
っ
た
も
の
の
、
テ
ー
マ
性
や
俳
優
た
ち
の
迫
真
の
演
技
が
高
い
評

価
を
得
て
、
ニ
ル
・
シ
ャ
ハ
は
ネ
パ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ワ
ー
ド

（
一
九
八
五
）
で
監
督
賞
を
獲
得
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
で
は
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始
も
一
九
八
五
年
一
二
月
と
遅

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
テ
レ
ビ
放
送
開
始
以
前
に
家
庭
用
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が

普
及
し
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
の
ソ
フ
ト
を
上
映
す
る
個
人
経
営
の
ビ
デ
オ
映
画

館
（
ビ
デ
オ
・
パ
ー
ラ
ー
）
が
多
数
出
現
す
る
と
い
う
特
異
な
事
態

が
生
じ
た
。
絶
対
王
政
体
制
の
も
と
で
禁
じ
ら
れ
て
い
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
や

テ
レ
ビ
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
情
報
機
器
の
個
人
所
有
が
一
九
七
八
年
に

解
禁
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
購
入
で
き
た
人
々
が
自
宅
や
店
で
料
金
を

と
っ
て
映
画
の
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
を
見
せ
て
は
大
い
に
儲
け
た
。
人
々

は
ビ
デ
オ
・
パ
ー
ラ
ー
に
押
し
寄
せ
、
世
界
の
映
画
の
状
況
に
は
じ

め
て
触
れ
た
。
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
や
ジ
ョ
ン
・
ト
ラ
ボ

ル
タ
、ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
が
ネ
パ
ー
ル
の
人
々
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
の
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
の
前
半
に
か
け
て
、

ネ
パ
ー
ル
で
は
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
の
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
と
カ
メ
ラ
を
用
い
て
撮

影
、
上
映
さ
れ
る
ビ
デ
オ
・
チ
ャ
ル
チ
ッ
ト
ラ
（
ビ
デ
オ
映
画
）
が

数
多
く
製
作
さ
れ
、
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
映
画
の
製
作
本
数
を
上
回
っ

た
。
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
ビ
デ
オ
・
チ
ャ
ル
チ
ッ
ト
ラ
は
、
先
進
国

に
お
け
る
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ビ
デ
オ
と
異
な
り
、
ど
れ
も
二
時
間
か
ら

三
時
間
あ
り
、
そ
の
中
に
歌
と
踊
り
、
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
と
ア
ク

シ
ョ
ン
が
あ
る
と
い
う
商
業
用
の
マ
サ
ラ
・
ム
ー
ビ
ー
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
の
ビ
デ
オ
・
チ
ャ
ル
チ
ッ
ト
ラ
の
隆
盛
は
、
経
済
発
達
が

遅
れ
て
歩
み
の
遅
い
ネ
パ
ー
ル
映
画
に
対
し
、
人
々
の
待
ち
き
れ
な

い
思
い
や
映
画
に
対
す
る
表
現
要
求
が
あ
ふ
れ
出
た
も
の
で
あ
る
と

と
も
に
、
そ
の
後
の
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
成
長
期
の
た
め
の
「
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
の
時
代
」
と
も
な
っ
た
。

一
九
九
〇
年
民
主
化
運
動
後
の
ネ
パ
ー
ル
映
画

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ト
体
制
の
行
き
詰
ま
り
や
近

隣
諸
国
の
政
治
的
混
乱
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
ネ
パ
ー
ル
国
内
で

は
民
主
化
運
動
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
一
九
九
〇
年
二
月
か
ら
開
始
さ

れ
た
全
国
的
な
民
衆
運
動
は
多
数
の
逮
捕
者
と
死
者
を
出
し
、
四
月

に
は
全
土
で
ゼ
ネ
ス
ト
が
展
開
さ
れ
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
二
〇
万

人
が
デ
モ
に
参
加
し
、
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王
は
複
数
政
党
制
の
実
施
と

そ
の
た
め
の
憲
法
交
布
を
宣
言
す
る
に
至
っ
た
。
同
年
一
一
月
、
国

民
主
権
に
よ
る
立
憲
君
主
制
を
謳
っ
た
「
九
〇
年
憲
法
」
が
公
布
さ

れ
た
。

ジ
ャ
ナ
・
ア
ン
ド
ラ
ン
（
九
〇
年
民
主
化
運
動＊

7
）
は
ネ
パ
ー
ル
の

産
業
と
経
済
を
活
気
づ
か
せ
、
言
論
や
表
現
の
規
制
は
緩
や
か
な
も

の
と
な
り
、
国
外
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
た
。
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
製

作
・
公
開
本
数
も
大
幅
に
増
え
、
新
た
な
俳
優
、
監
督
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
ら
の
参
入
も
進
み
、
観
客
の
数
も
増
え
て
映
画
産
業
全

体
が
大
き
く
成
長
を
遂
げ
た
。

政
府
は
一
九
九
一
年
一
一
月
に
映
画
法
を
一
部
改
正
し
、
新
た
に

ネ
パ
ー
ル
映
画
開
発
委
員
会
（
Ｆ
Ｄ
Ｂ
）
を
設
置
し
、
映
画
行
政
を

管
轄
さ
せ
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
パ
ー
ル
映
画
公
社
は
段
階
的
に
民
営

化
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
、
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
主
題
の
対
象
や
時
代
背
景
に
拡
が

り
が
見
ら
れ
、
ネ
パ
ー
ル
映
画
を
代
表
す
る
作
品
や
ヒ
ッ
ト
作
が
生

ま
れ
て
新
し
い
監
督
た
ち
も
陸
続
と
続
い
た
。
一
つ
家
で
仲
良
く
育

て
ら
れ
た
二
人
の
男
の
子
が
一
人
の
美
し
い
女
性
を
め
ぐ
っ
て
葛
藤

す
る
『
渇
き
』（
一
九
九
一
）
は
、
名
カ
メ
ラ
マ
ン
の
ビ
ノ
ー
ド
・

プ
ラ
ダ
ー
ン
の
映
像
美
に
も
突
出
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。『
愛
の
供

え
も
の
』（
一
九
九
三
）
で
は
ラ
ナ
時
代
の
華
麗
な
宮
廷
絵
巻
が
描

か
れ
た
。

『
犠
牲
』（
一
九
九
五
）
は
、
九
〇
年
民
主
化
運
動
を
テ
ー
マ
と
し

た
社
会
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
濃
い
作
品
だ
っ
た
。
政
治
風
刺
劇
の
上
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演
活
動
を
通
じ
て
民
主
化
を
訴
え
続
け
、
そ
の
た
め
逮
捕
さ
れ
た
こ

と
も
あ
る
ネ
パ
ー
ル
笑
劇
の
人
気
コ
ン
ビ
「
マ
ハ
・
ジ
ョ
デ
ィ
」
の

二
人
、
ハ
リ
バ
ン
サ
・
ア
ー
チ
ャ
ー
リ
ャ
ー
と
マ
ダ
ン
・
ク
リ
シ
ュ

ナ
・
シ
ュ
レ
ス
タ
が
民
主
化
運
動
側
の
登
場
人
物
を
演
じ
た
。

同
作
に
は
、
九
〇
年
民
主
化
運
動
で
活
躍
し
、
実
際
に
収
容
所
に

捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
多
く
の
民
主
活
動
家
（
の
俳
優
）
が
登
場
し
、

一
人
一
人
の
名
前
と
顔
が
ア
ッ
プ
で
映
し
出
さ
れ
る
た
び
に
劇
場
は

観
客
の
拍
手
と
歓
声
で
割
れ
ん
ば
か
り
と
な
っ
た
。
劇
中
歌
の

「
村
々
か
ら
立
ち
上
が
れ
」
は
大
ヒ
ッ
ト
し
て
市
民
集
会
の
愛
唱
歌

に
な
っ
た
。
政
治
的
に
も
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
し
て
も
シ
リ
ア
ス
な
題
材

で
あ
り
な
が
ら
随
所
に
歌
や
コ
メ
デ
ィ
が
あ
り
、
観
客
が
楽
し
く
声

を
あ
げ
な
が
ら
観
る
こ
と
の
で
き
る
大
衆
娯
楽
作
品
に
仕
上
が
っ
た
。

ト
ゥ
ル
シ
・
ギ
ミ
レ
監
督
は
二
〇
〇
〇
年
に
大
学
生
の
男
女
の
青

春
ド
ラ
マ
『
鏡
の
影
』
を
公
開
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
製
作
費
三
五

〇
万
ル
ピ
ー
に
対
し
て
興
収
二
九
二
〇
万
ル
ピ
ー
を
あ
げ
て
、
そ
れ

ま
で
の
ネ
パ
ー
ル
映
画
史
上
最
大
の
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

ま
た
、
外
国
と
の
人
材
や
情
報
の
往
来
が
増
え
、
外
国
資
本
と
の

共
同
製
作
が
行
わ
れ
た
り
、
国
外
の
映
画
祭
で
注
目
さ
れ
る
作
品
や

監
督
も
現
れ
た
り
す
る
な
ど
、
質
的
な
変
化
の
兆
し
も
あ
ら
わ
れ

た
。
一
九
九
七
年
に
は
日
本
と
ネ
パ
ー
ル
の
初
の
合
作
映
画
『
ミ
テ

リ
ガ
ウ
ン
～
愛
の
架
け
橋
～
』
が
公
開
さ
れ
た
。
一
九
九
九
年
に
は

フ
ラ
ン
ス
人
の
エ
リ
ッ
ク
・
ヴ
ァ
リ
監
督
の
『
キ
ャ
ラ
バ
ン
』
が
公

開
さ
れ
、
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語
映
画
賞
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

た
。『
ム
ク
ン
ド
～
欲
望
の
仮
面
～
』（
一
九
九
九
）
は
サ
ン
ダ
ン

ス
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
映
像
作
家
賞
の
支
援
に
よ
り
製
作
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ジ
ア
・
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
上
映
さ
れ
た
。

一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
ネ
パ
ー
ル
映
画
公
開
本
数

の
合
計
は
二
〇
五
本
と
爆
発
的
に
増
え
、
一
九
九
〇
年
以
前
の
抑
圧

的
な
時
代
か
ら
の
映
画
の
解
放
と
隆
盛
ぶ
り
が
顕
著
だ
っ
た
。

九
〇
年
民
主
化
運
動
後
の
議
会
政
府
の
力
は
弱
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

国
内
問
題
が
解
決
せ
ぬ
ま
ま
地
方
を
中
心
に
左
翼
勢
力
が
台
頭
し
、

マ
オ
イ
ス
ト
（
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛
沢
東
主
義
派
）
が
「
人
民
戦
争
」

と
称
し
た
反
政
府
活
動
が
一
九
九
六
年
初
頭
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

が
、
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
政
府
軍
と
の
武
力
衝
突
が
激
し
さ
を
増
し

た
。
そ
う
し
た
な
か
、
二
〇
〇
一
年
六
月
一
日
、
ナ
ラ
ヤ
ン
ヒ
テ
ィ

王
宮
内
で
「
ネ
パ
ー
ル
王
族
銃
撃
事
件
」
が
発
生
、
国
王
夫
妻
ら
王

族
九
名
が
死
亡
し
た
。
こ
の
難
か
ら
逃
れ
て
即
位
し
た
ギ
ャ
ネ
ン
ド

ラ
新
国
王
は
二
〇
〇
二
年
五
月
に
議
会
を
解
散
、
国
王
に
よ
る
直
接

統
治
に
踏
み
切
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
経
済
は
機
能
麻
痺
に
陥

り
、
内
戦
に
よ
る
死
者
は
一
万
五
〇
〇
〇
人
に
達
し
た
。
映
画
産
業

も
急
速
に
縮
小
し
、
封
切
り
興
行
は
軒
並
み
失
敗
し
た
。
映
画
の
製

作
本
数
が
落
ち
こ
み
、
質
も
低
下
し
て
観
客
が
離
れ
た
。
二
〇
〇
一

年
度
に
年
間
五
〇
本
に
達
し
て
い
た
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
製
作
本
数
は

二
〇
〇
四
年
度
に
は
二
一
本
に
減
少
し
た
。

二
〇
〇
二
年
、『
勇
敢
な
る
ガ
ネ
シ
ュ
・
マ
ン
』
が
公
開
さ
れ
た
。

こ
の
作
品
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
民
主
化
運
動
を
長
く
支
え
た
コ
ン
グ
レ

ス
党
指
導
者
、
ガ
ネ
シ
ュ
・
マ
ン
・
シ
ン
の
伝
記
映
画
で
あ
り
、
半

世
紀
に
わ
た
っ
て
揺
れ
動
い
た
ネ
パ
ー
ル
の
現
代
政
治
史
を
リ
ア
ル

に
描
い
た
画
期
的
な
現
代
史
再
現
ド
ラ
マ
だ
っ
た
。
映
画
の
中
で
は

ラ
ナ
専
制
時
代
の
国
民
へ
の
厳
し
い
抑
圧
の
あ
り
さ
ま
や
反
ラ
ナ
闘

争
の
戦
闘
場
面
、
九
〇
年
民
主
化
運
動
に
お
け
る
市
民
デ
モ
に
対
す

る
警
察
隊
の
暴
力
や
発
砲
な
ど
も
描
か
れ
、
そ
れ
ま
で
の
ネ
パ
ー
ル

映
画
に
は
な
い
迫
真
性
が
あ
っ
た
。
本
作
は
政
治
的
紛
争
の
続
く
渦

中
で
の
公
開
と
な
り
、
反
コ
ン
グ
レ
ス
党
勢
力
か
ら
は
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
映
画
の
烙
印
が
押
さ
れ
、
興
行
的
に
成
功
で
き
な
か
っ
た
。

『
犠
牲
』
や
『
勇
敢
な
る
ガ
ネ
シ
ュ
・
マ
ン
』
な
ど
の
政
治
的

テ
ー
マ
を
帯
び
た
作
品
や
、
マ
オ
イ
ス
ト
の
組
織
を
内
側
か
ら
描
い

た
『
炎
』（
二
〇
〇
〇
）
は
、
国
王
の
直
接
統
治
の
時
代
に
な
る
と

政
府
に
よ
っ
て
上
映
禁
止
処
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
圧
力
に
対
し
、
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
映
画
製
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
集
会
を
開
い
て
抗
議
声
明
を
発
表
す
る
な
ど
し
た
。
二
〇
〇
四
年

に
制
作
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
戦
火
の
中
の
学
校
』
で
は
、

マ
オ
イ
ス
ト
の
占
領
地
域
の
学
校
で
政
治
と
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
る
生

徒
や
教
師
、
村
の
住
民
た
ち
の
苦
悩
と
悲
し
み
が
捉
え
ら
れ
た
。

二
〇
〇
六
年
四
月
、
国
王
直
接
統
治
に
抗
し
て
マ
オ
イ
ス
ト
を
含

む
主
要
政
党
が
共
同
で
大
規
模
ゼ
ネ
ス
ト
に
突
入
し
、
一
〇
万
人
の

デ
モ
が
王
宮
を
取
り
囲
ん
だ
。
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
は
民
政
復
帰
を

表
明
し
、
六
月
に
は
主
要
政
党
と
マ
オ
イ
ス
ト
が
包
括
和
平
合
意
に

達
し
た
。

政
情
の
安
定
化
に
よ
っ
て
映
画
産
業
も
回
復
し
、
二
〇
〇
七
年
か

ら
は
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
製
作
本
数
に
回
復
の
兆
し
が
見
え
は
じ
め
た
。

二
〇
〇
六
年
に
は
リ
ル
・
バ
ー
ド
ル
・
チ
ェ
ト
リ
が
書
い
た
同
名
小

説
を
映
画
化
し
た
『
移
住
』
が
、
二
〇
〇
七
年
に
は
ラ
ク
シ
ュ
ミ
・

プ
ラ
サ
ド
・
デ
ウ
コ
タ
の
著
名
な
物
語
詩
を
映
画
化
し
た
『
ム
ナ
と

マ
ダ
ン
』
が
公
開
さ
れ
、
と
も
に
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語
映
画
賞

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
作
品
も
ネ
パ
ー
ル
の
農
村
文
学

の
土
着
的
な
情
緒
性
を
主
題
と
し
て
お
り
、
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
新
し

い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
へ
の
意
欲
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
た
。

ネ
パ
ー
ル
映
画
の
現
在

カ
ト
マ
ン
ズ
の
映
画
館
チ
ェ
ー
ン
を
経
営
す
る
ク
エ
ス
ト
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
社
は
、
鮮
明
な
映
写
環
境
と
清
潔
で
高
級
感
の

あ
る
ホ
ー
ル
を
設
け
、
話
題
の
外
国
映
画
を
い
ち
は
や
く
上
映
す
る

こ
と
で
集
客
を
は
か
る
一
方
、
映
画
製
作
に
も
乗
り
だ
し
、
二
〇
〇

八
年
に
そ
の
第
一
作
、『
カ
グ
ベ
ニ
』
を
公
開
し
た
。『
カ
グ
ベ
ニ
』

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
小
説
家
Ｗ
・
Ｗ
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
の
短
編
「
猿
の

手
」
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
、
ネ
パ
ー
ル
の
高
地
の
村
に
生
き
る
一
組
の

男
女
が
向
き
合
う
人
生
の
欲
望
と
苦
し
み
を
寓
話
的
に
描
い
た
作
品

で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ム
ン
バ
イ
、
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
な
ど
の
国
際

映
画
祭
に
も
出
品
さ
れ
た
。
技
術
水
準
も
高
く
、
演
技
や
台
詞
は
ネ

パ
ー
ル
の
映
画
の
中
で
も
こ
と
に
自
然
で
、
歌
や
踊
り
、
ア
ク
シ
ョ

ン
や
コ
ン
ト
は
な
く
、
ネ
パ
ー
ル
映
画
で
初
の
キ
ス
・
シ
ー
ン
が
あ
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る
こ
と
も
話
題
と
な
っ
た
。

こ
の
作
品
は
ネ
パ
ー
ル
初
の
デ
ジ
タ
ル
・
シ
ネ
マ
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
製
作
現
場
で
は
デ
ジ
タ
ル
・
シ
ネ
マ
カ
メ
ラ

に
よ
る
撮
影
が
急
速
に
普
及
し
、
映
画
館
の
映
写
機
も
ビ
デ
オ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
へ
の
置
き
換
え
が
急
で
あ
る
。
ま
た
、
３
Ｄ
（
立
体

視
）
映
画
の
み
な
ら
ず
、
８
Ｄ
と
い
わ
れ
る
、
椅
子
が
揺
れ
た
り
風

や
水
滴
が
噴
き
出
し
た
り
す
る
仕
掛
け
を
備
え
た
臨
場
体
験
型
の
上

映
方
式
の
映
画
館
も
人
気
を
集
め
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
、
南
ア
ジ
ア
で
は
じ
め
て
と
な
る
大
学
卒
業
資
格
が

得
ら
れ
る
映
画
学
部
と
し
て
、
そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
専
門
学
校
を

改
組
し
、
オ
ス
カ
ー
国
際
大
学
映
画
学
部
が
開
校
さ
れ
た
。
こ
の
学

校
の
出
身
者
で
あ
る
ニ
シ
ャ
ル
・
バ
ス
ネ
ッ
ト
監
督
の
ア
ク
シ
ョ
ン

映
画
『
ル
ー
ト
』（
二
〇
一
一
）
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
裏
社
会
で
く

す
ぶ
る
若
者
た
ち
が
一
攫
千
金
を
夢
見
て
銀
行
強
盗
を
仕
掛
け
た
つ

も
り
が
よ
り
大
き
な
罠
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
破
滅
的
な
青
春

群
像
劇
を
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
演
出
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
編
集
で
見

せ
た
。
若
手
監
督
に
よ
る
新
鮮
な
作
風
を
備
え
た
本
作
は
、『
鏡
の

影
』
の
興
収
記
録
を
抜
い
て
こ
れ
ま
で
で
最
大
の
興
行
的
成
功
を
お

さ
め
た
ネ
パ
ー
ル
映
画
と
な
っ
た
。

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
学
校
で
あ
る

マ
ヤ
映
画
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｃ
）
も
イ
ン
ド
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
か
ら
独
立
し
て
経
営
を
始
め
た
。
ネ
パ
ー
ル
映
画
に
は
セ
ル
ア
ニ

メ
や
ク
レ
イ
ア
ニ
メ
の
作
品
が
な
く
、
い
き
な
り
Ｃ
Ｇ
時
代
に
突
入

し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
学
校
は
メ
デ
ィ
ア
産
業
へ
の
就
職
を
志
す

才
能
あ
る
若
者
た
ち
の
人
気
を
集
め
て
お
り
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
テ
レ

ビ
・
映
画
産
業
に
は
続
々
と
新
規
参
入
者
が
加
わ
っ
て
熱
気
が
漲
っ

て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
の
少
数
民
族
で
あ
る
リ
ン
ブ
ー
族
の
少
女
と
そ
の
家
族

の
悲
劇
を
描
い
た
『
ヌ
マ
フ
ン
』（
二
〇
〇
一
）
が
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー

カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
で
上
映
さ
れ
た
ナ
ビ
ン
・
ス
ッ
パ
監
督

は
、
少
数
民
族
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ
（
Ｉ
Ｆ
Ａ
）
を
主
宰
し

て
、
少
数
民
族
の
若
者
た
ち
に
ド
ラ
マ
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
製

作
方
法
を
教
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
精
力
的
に
行
っ
て
い

る
。
二
〇
〇
七
年
に
は
第
一
回
ネ
パ
ー
ル
国
際
少
数
民
族
映
画
祭

（
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
）
を
成
功
さ
せ
た
。

ネ
パ
ー
ル
は
、
イ
ン
ド
系
、
チ
ベ
ッ
ト
系
、
中
央
ア
ジ
ア
系
の
三

つ
の
系
統
の
三
〇
以
上
の
民
族
が
暮
ら
し
、
五
〇
以
上
の
言
語
が
使

わ
れ
て
い
る
多
民
族
国
家
で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
一
ジ
ャ
ン
ル

と
し
て
、
公
用
語
（
ネ
パ
ー
ル
語
）
以
外
の
言
語
を
理
解
す
る
人
々

の
た
め
の
映
画
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
民
族
語
別
の
映
画
は
そ
れ

ぞ
れ
の
言
語
使
用
者
の
た
め
に
提
供
さ
れ
、
字
幕
が
つ
か
ず
吹
き
替

え
も
行
わ
れ
な
い
。
ビ
デ
オ
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
低
廉
な
費
用
で
製

作
さ
れ
、
Ｖ
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
市
販
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
数
や
実

態
は
把
握
し
よ
う
も
な
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
な
っ
て
ま
す
ま
す

隆
盛
で
あ
る
。

ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
民
族
の
多
様
性
は
現
在
の
と
こ
ろ
穏
和
に
包

含
さ
れ
て
い
る
が
、
融
和
政
策
の
一
方
に
お
け
る
少
数
民
族
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
や
伝
統
文
化
の
保
護
も
現
代
ネ
パ
ー
ル
が

抱
え
る
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

イ
ン
ド
映
画
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す

ネ
パ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
ル
チ
ッ
ト
ラ

こ
れ
ま
で
ネ
パ
ー
ル
の
映
画
人
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
や
ボ
リ
ウ
ッ
ド

を
真
似
て
カ
ト
マ
ン
ズ
を
コ
リ
ウ
ッ
ド
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
か

つ
て
は
そ
こ
に
若
干
の
阿
諛
も
含
ま
れ
た
が
、
今
日
の
コ
リ
ウ
ッ
ド

の
活
況
と
熱
気
は
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
て
な
ら

な
い
。
ネ
パ
ー
ル
の
数
少
な
い
映
画
ス
タ
ジ
オ
は
連
日
撮
影
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
埋
ま
っ
て
い
る
し
、
町
の
中
で
は
頻
繁
に
映
画
の
ロ
ケ

風
景
と
そ
れ
に
群
が
る
野
次
馬
の
人
だ
か
り
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
打
ち
続
く
政
情
不
安
に
も
か
か
わ
ら
ず
ネ
パ
ー
ル
の
映
画
人

は
意
気
軒
昂
で
あ
り
、
一
般
市
民
の
映
画
へ
の
関
心
も
高
い
。

隣
接
す
る
映
画
大
国
イ
ン
ド
の
マ
サ
ラ
・
ム
ー
ビ
ー
の
様
式
に
色

濃
く
染
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
内
容
を
仔
細
に
検
討
し

て
み
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
ネ
パ
ー
ル
の
人
々
の
暮
ら
し
、
社
会
観

や
家
族
観
が
映
し
出
さ
れ
、
慎
み
深
く
細
や
か
な
感
受
性
を
備
え
た

ひ
た
む
き
な
人
間
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ネ
パ
ー
ル
的

な
感
性
の
写
し
鏡
と
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ネ
パ
ー
ル
映
画
は
永

く
人
々
か
ら
の
支
持
を
集
め
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
か
ら
の
ネ
パ
ー
ル
映
画
は
、
世
界
の
観
客
の
鑑
賞
に
も
堪
え

る
、
よ
り
洗
練
さ
れ
、
か
つ
独
自
性
の
高
い
、
優
れ
た
表
現
作
品
と

し
て
発
達
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
実
現
に
は
時
間
と

努
力
を
要
す
る
だ
ろ
う
が
、
す
で
に
そ
の
方
向
へ
む
か
っ
て
ネ
パ
ー

ル
映
画
の
模
索
は
始
ま
っ
て
い
る
。

◉
注

＊	

１	

ネ
パ
ー
ル
語
で
映
画
の
こ
と
を
「
チ
ャ
ル
チ
ッ
ト
ラ
」
と
い
う
。

「
チ
ャ
ル
」
は
「
動
く
」、「
チ
ッ
ト
ラ
」
は
「
絵
」
の
意
味
で
、
日
本

語
の
「
活
動
写
真
」
と
同
じ
く
「
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
」
の
直

訳
で
あ
る
。

＊	

２	

ク
マ
リ
と
は
ネ
ワ
ー
ル
の
信
仰
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
聖
な
る
処
女

神
の
こ
と
。

＊	

３	

シ
ン
ド
ゥ
ー
ル
と
は
既
婚
女
性
の
印
と
し
て
髪
の
中
央
に
引
く
赤

い
粉
の
線
の
こ
と
。

＊	

４	

マ
サ
ラ
と
は
香
辛
料
の
意
味
で
、
映
画
に
は
、
歌
、
踊
り
、
ロ
マ

ン
ス
、
ア
ク
シ
ョ
ン
、
道
化
と
い
う
「
五
つ
の
マ
サ
ラ
」
を
ど
れ
も
欠

い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
マ
サ
ラ
・
ム
ー
ビ
ー
の
セ
オ
リ
ー
で
あ

る
。「
五
つ
の
マ
サ
ラ
」
と
は
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
芝
居
綱
要
で
あ
る

「
ナ
ー
テ
ィ
ア
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
」
に
示
さ
れ
た
「
芝
居
に
よ
っ
て
観

客
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
九
つ
の
味
（
色
気
、
勇
気
、
笑
い
、
悲
し
み
、

驚
き
、
恐
怖
、
怒
り
、
憎
悪
、
平
安
）」
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
古

典
芸
能
の
伝
統
や
大
道
歌
芝
居
の
形
式
に
一
九
世
紀
以
降
の
イ
ギ
リ
ス

支
配
の
影
響
を
受
け
た
近
代
的
感
性
が
融
合
さ
れ
た
こ
と
で
生
ま
れ
た

マ
サ
ラ
・
ム
ー
ビ
ー
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
映
画

の
典
型
的
表
現
様
式
と
し
て
深
く
根
づ
い
て
い
る
。

＊	

５	

た
だ
し
、
そ
の
時
点
で
の
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
累
計
は
二
〇
本
足
ら
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ず
で
、
候
補
作
は
七
本
と
い
う
な
か
で
の
受
賞
だ
っ
た
。

＊	
６	

『
バ
ス
デ
ブ
』
は
一
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
さ
れ
、
上
映
用
に
三

五
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
ブ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
劇
場
公
開
さ
れ
た
最
初
の
映

画
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
ネ
パ
ー
ル
映
画
は
こ
の
方
法
で
製
作
・
配
給

さ
れ
る
も
の
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
三
五

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
さ
れ
る
映
画
は
稀
と
な
っ
た
。

＊	

７	

こ
の
政
変
は
、
ク
ラ
ン
テ
ィ
カ
リ
・
ジ
ャ
ナ
・
ア
ン
ド
ラ
ン
（
民

主
化
運
動
）
ま
た
は
ジ
ャ
ナ
・
ア
ン
ド
ラ
ン
と
い
わ
れ
、
九
〇
年
民
主

化
運
動
あ
る
い
は
九
〇
年
民
主
革
命
と
訳
さ
れ
る
。
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ago

、
②
プ
ラ
タ
ッ
プ
・
ス
ッ
バ
、

③
一
九
七
八
年
、
④
ネ
パ
ー
ル
、
⑤
ネ
パ
ー
ル
語
、
⑥
未
公
開
。

著
者
紹
介

①
氏
名
…
…
伊
藤
敏
朗
（
い
と
う
・
と
し
あ
き
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
東
京
情
報
大
学
総
合
情
報
学
部
・
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
五
七
年
、
大
分
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
映
像
表
現
論
・
ネ
パ
ー
ル
。

⑤
学
歴
…
…
一
九
八
〇
年
三
月　

東
京
農
業
大
学
農
学
部
造
園
学
科
卒

業
、
二
〇
〇
九
年
三
月　

日
本
大
学
大
学
院
芸
術
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程
修
了
・
博
士
（
芸
術
学
）。

⑥
職
歴
…
…
一
九
八
〇
年
四
月
（
二
二
歳
）
東
京
農
業
大
学
図
書
館
視
聴

覚
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
八
年
四
月
（
三
〇
歳
）
同
法
人
・
東
京
情
報
大

学
教
育
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
事
務
主
任
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
（
四
二

歳
）
同
法
人
・
東
京
情
報
大
学
経
営
情
報
学
部
情
報
文
化
学
科
講
師

（
専
任
）
を
経
て
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
（
五
二
歳
）
よ
り
現
職
。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
二
〇
〇
六
年
一
二
月
（
四
九
歳
）、
東
京
情
報
大

学
准
教
授
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
始
。

そ
の
後
現
在
ま
で
一
六
回
の
現
地
渡
航
、
の
べ
三
〇
〇
日
以
上
の
滞
在

経
験
が
あ
る
。

⑧
研
究
手
法
…
…
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト
と
ネ
パ
ー
ル

語
で
劇
映
画
を
制
作
、
並
行
し
て
現
地
の
映
画
産
業
・
映
画
文
化
の
調

査
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
五
月
、
現
地
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
オ
フ
ァ
ー
に
よ
り
脚
本
・
監
督
を
手
が
け
た
長
編
劇
映
画
『
シ

リ
ス
コ
フ
ル
～
花
を
散
ら
す
口
づ
け
～
』（
二
時
間
一
五
分
）
を
完
成

し
た
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
教
育
メ
デ
ィ
ア
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
ネ
パ
ー
ル
王
族
銃
撃
事
件
（
二
〇
〇
一
年
六
月
一

日
）。
そ
れ
ま
で
の
ネ
パ
ー
ル
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
懐

に
抱
か
れ
た
平
和
な
王
国
」
と
い
う
牧
歌
的
イ
メ
ー
ジ
が
吹
き
飛
ば
さ

れ
た
。
そ
の
後
に
続
く
マ
オ
イ
ス
ト
（
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛
沢
東
主
義

派
）
と
の
内
戦
の
時
代
を
経
て
、
王
制
廃
止
、
連
邦
民
主
共
和
国
へ
の

移
行
と
い
う
混
沌
の
時
代
へ
突
き
進
む
端
緒
と
な
っ
た
事
件
で
あ
っ
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
伊
藤
敏
朗
『
ネ
パ
ー
ル
映
画
の
全
貌
―
―
そ
の
歴
史
と

分
析
』（
凱
風
社
、
二
〇
一
二
年
）、
山
本
真
弓
『
ネ
パ
ー
ル
人
の
暮
ら

し
と
政
治
―
―
「
風
刺
笑
劇
」
の
世
界
か
ら
』（
中
央
公
論
社
、
一
九

九
三
年
）。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
犠
牲
』（
原
題
『Balidan

』、
ト
ゥ
ル
シ
・

ギ
ミ
レ
監
督
、
一
九
九
五
年
、
ネ
パ
ー
ル
）、『
美
し
い
花
』（
原
題

『N
um

afung

』、
ナ
ビ
ン
・
ス
ッ
パ
監
督
、
二
〇
〇
一
年
、
ネ
パ
ー
ル
）、

『
海
と
太
陽
』（
原
題
『T

erraferm
a

』、
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
・
ク
リ
ア
レ
ー

ゼ
監
督
、
二
〇
一
一
年
、
イ
タ
リ
ア
）。

イ
ン
ド
は
、
年
間
の
映
画
制
作
本
数
が
世
界
一
の
国
と
さ
れ
て
き

た
。
イ
ン
ド
映
画
協
会
（Film

 Federation of India

）
の
集
計
に

よ
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
に
検
閲
を
通
過
し
た
劇
映
画
の
総
数
は
一
二

五
五
本
と
な
っ
て
い
る＊

１

。
一
般
に
、
イ
ン
ド
映
画
の
制
作
本
数
と
し

て
公
に
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
年
に
検
閲
を
通
過
し
た
作
品
数
で
あ

る
。
イ
ン
ド
で
は
検
閲
を
通
過
し
た
作
品
の
み
が
公
開
を
許
さ
れ

る
。
そ
う
し
た
作
品
だ
け
で
年
間
一
〇
〇
〇
本
以
上
あ
る
こ
と
に
な

る
。
検
閲
を
受
け
る
に
は
フ
ィ
ー
ト
当
た
り
の
料
金
も
課
さ
れ
る
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
な
ど
、
収
益
を
見
込
め
ず
、
国
内
で
の
上

映
が
困
難
だ
っ
た
り
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
作
品
は
、
あ
え

て
検
閲
に
臨
ま
な
い
こ
と
も
多
い
。
そ
れ
も
考
慮
す
れ
ば
、
実
際
の

制
作
本
数
は
大
き
く
跳
ね
上
が
る
。
た
だ
し
、
検
閲
を
受
け
て
も
公

開
さ
れ
な
い
作
品
も
多
い
し
、
翌
年
以
降
に
日
の
目
を
見
る
も
の
も

あ
る
。
同
じ
作
品
で
も
他
言
語
に
吹
き
替
え
ら
れ
別
個
に
検
閲
を
経

れ
ば
、
そ
の
ぶ
ん
本
数
も
水
増
し
さ
れ
る
。
外
国
語
作
品
も
、
イ
ン

ド
の
言
語
に
吹
き
替
え
ら
れ
検
閲
を
通
っ
た
な
ら
検
閲
通
過
本
数
に

加
え
ら
れ
、
イ
ン
ド
映
画
自
体
の
本
数
と
一
体
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
に
「
制
作
本
数
」
の
実
相
は
掴
み
が
た
い
。
し
か
し
、

「
数
」
を
め
ぐ
る
不
確
定
さ
は
残
る
も
の
の
、
イ
ン
ド
が
世
界
で
冠

た
る
映
画
大
国
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
（
山
下
・
岡
光 

二
〇
一
〇
：
一
六
八
―
一
七
四
）。

近
年
テ
ー
マ
パ
ー
ク
も
ど
き
の
施
設
が
各
地
に
お
目
見
え
し
、
イ

ン
ド
の
娯
楽
形
態
に
多
少
の
彩
り
を
添
え
て
い
る
が
、「
娯
楽
の
王

さ
ま
」
と
し
て
の
映
画
の
地
位
は
今
も
安
泰
で
あ
る
。
急
増
し
て
い

る
都
市
部
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は
シ
ネ
コ
ン
が
併
設
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
衛
星
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
普
及
に

よ
り
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
が
現
出
し
た
が
、
ソ
フ
ト
の
不
足
も
あ
っ

て
、
映
画
作
品
そ
の
も
の
や
映
画
の
な
か
の
歌
と
踊
り
の
シ
ー
ン
を

集
め
た
番
組
が
今
も
幅
を
効
か
せ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
映
画

の
人
気
は
い
ま
だ
衰
え
ず
、
そ
れ
だ
け
無
視
で
き
な
い
影
響
力
を
と

ど
め
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
イ
ン
ド
社
会
の
変
転
を
映
し
た
三
本
の
作
品
を
軸

グローバル化のなかで
変容する社会
――混成化・越境・均質化

岡光信子・山下博司

【インド】


